
ちびっこはうす保育園

自　己　評　価　表 令和 6 年度 （R6年4/1～R7年3/31）

① 安心してのびのび遊べるこども A … 十分達成されている 80 ％ 以上

② 好奇心旺盛なこども B … 達成されている 50～80 ％

③ 自分で考え行動できるこども C … 取り組んでいるが、成果が十分でない 30～50 ％

D … 取り組みが、不十分である 30 ％ 未満

⒈ ①

保　育

②

③

④ 一日の流れは現行で良いか Ａ Ｂ

⑤

⒉ ① 行事の種類や実施回数は適切か Ｂ Ｂ

行　事 ②

③ 保護者の願いや意見を取り入れているか Ｂ Ｂ

⒊ ①

環　境

②

③

⒋ ①

給　食 ②

③

④ アレルギー除去食の対応 Ａ Ａ

⑤ 衛生管理の徹底 Ｂ 設備入替検討 Ｂ

⒌ ①

情　報

② 個人情報の管理は適切に行っているか Ａ Ａ

⒍ ①

連　携

②

理事長㊞ 園長㊞

引き続き安全点検を怠
らないようにする

保育環境の構成につい
て、こどもたちが満足
しているかどうか考え
ていく

個々の発達に応じての
解除の仕方や声のかけ
方など工夫する

劣化している遊具玩具
もあるので、点検を怠
らない。

修繕が必要な個所は、
迅速に対応していく

食器の変更により子ど
もたちが自分で食べや
すくなった。

食品等の誤嚥による子
どもの窒息事故の予防
に向け、注意喚起して
いく。

インスタを通じ子どもの様
子を発信することができ
た。保護者も配信を楽しみ
にしている為続けていく

Ｂ

おたよりやホームページを通じ園の情報
を発信しているか

Ｂ Ａ
クラスだよりを定期的
に発信する

地域や保護者との連携を図ると共に園の
行事運営などに努めている

Ｂ Ｂ

保育士同士協力しあって保育にあたって
いる

Ｂ Ｂ

子どものサインを見逃さないようにして
いる

Ｂ Ｂ

遊具・用具など、活用しやすいように整
理、保管しているか

Ｂ Ｂ

給食が楽しく食べられるように工夫され
ているか

Ｂ Ａ

子どもの成長に即した保育環境になるよ
う工夫を重ねている

Ｂ Ｂ

施設の内外・設備等の安全点検を計画的
に行っている

Ｂ Ｂ

食育を通して子どもたちが食に興味を持
てるようにしている

Ｂ Ａ

園
目
標

評
価
方
法

　こどもの活動や状態に対する評価と、保育士自身の保育や援助、環境設定等に対する評価を総
合的に判断して、年間に評価をお行う。

項　目 内　　容
前期 後期

保育者の意見等を聞く
ようにし、実現可能か
検討していく

行事の狙いを計画や実施に十分に生かし
ているか

Ｂ Ｂ

保育目標の具現化に向け、乳幼児の実態
を踏まえた重点目標を設定しているか

Ｂ Ｂ

保育計画において職員全員が共通理解し
ている

Ｂ Ｂ

子どもの意欲を誘う保育や過程を常に工
夫しているか

Ｂ Ｂ

評価結果をもとに、保育の改善に努めて
いるか

Ｂ



⒎ ① (園内) 計画、運営は適切か Ｂ Ｂ

研究 ② (園内)

研修

③ (園内)

④ (園外)

⑤ (園外) 研修内容を園内に還元しているか Ｂ Ｂ

⑥

⑦

⒏ ① 係や仕事の分担・割り当ては適切か Ｂ Ｂ

経営 ② 職員の配置は、適材・適所か Ｂ Ｂ

組織 ③ 能率的、合理的な業務体制になっているか Ｂ Ｂ

④

⑤ 各種会議を適切かつ効率的に進めているか Ｂ Ｂ

⑥

⑦ 打ち合わせ回数、時間、内容は適切か Ｂ Ｂ

⒐ ①

保健

安全 ②

⒑ ①

子育て

支援 ②

☆総　評

(前期) ・ 子どもたちが落ち着いており、保育が充実していた。

・ 行事等の見直しにより、保育に向き合う時間も増え子どもたちとかかわりを持てた。

(後期) ・ 今年度「コドモン」導入や主任が入ったことで、連携ができたように感じる。

・ 保育業務が効率的になった分こどもたちが安心・安全に過ごせる保育を続けていきたい。

個々の能力に合った役
割や業務の配分等につ
いて考えていく

今後も研修機会を積極
的に確保していく

園への還元について検
討していく

気軽に保護者の相談にのり、具体的な支
援やアドバイスを行っているか Ｂ Ｂ

医療機関・児童相談所などの専門機関と
連携をとって必要な情報を提供している
か

Ｂ Ｂ

避難訓練・交通安全教室を計画に基づい
て適切に実施しているか Ａ Ｂ

健康・安全な生活に必要な習慣や態度育
成の為、家庭への啓発を行っているか Ｂ Ｂ

職務内容が明らかで、協働できる体制に
なっているか Ｂ Ｂ

職員相互がそれぞれ全体的立場を理解
し、協力や助言を惜しむことなく施設の
運営に関わっているか

Ｂ Ｂ

Ｂ

他のクラスについて、疑問や感想・意見
を、お互いの向上のために、言葉にに配
慮しながら素直に述べる事が出来ますか

Ｂ Ｂ

参加しやすい環境を整
える

会議録の配布により情
報の共有が効率的に
なった。

Ｒ7年度よりICT化を
含め効率的に努める

研究会・研修会・講演会への参加
体制の充実を図っているか Ｂ Ｂ

自分の保育を振り返り、問題点や課題を
見つける事が出来るか Ｂ

項　目 内　　容
前期 後期

研究の成果を日常の保育に生かし
乳幼児の育ちに反映させている Ｂ Ｂ

研究主題は保育目標の具現化につ
ながるものであるか Ｂ Ｂ

新しい知識やスキルを
積極的に取得し自身の
成長につなげていくよ
う意識する


